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あらまし 本稿では実世界とWeb空間における行動の関連性を調査するために，都内の女性OLを対象としたフリー

マガジンと連動するサイトのアクセスログの分析を行った．分析結果から，ユーザがWebページを閲覧した曜日や時

間と実世界におけるユーザの行動との間に関連性がある特徴的な行動を発見することができた．
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Abstract In order to investigate relationships of user’s behavior between web and real world, we have analyzed

web access logs of a web site of a free magazine for targeting working women in Tokyo. From the results, we have

observed characteristic behaviors, such as the web pages access time of day and of day of week are related to users’

actions or events in real world.
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1. は じ め に

インターネットの爆発的な普及により，自分の興味がある情

報の探索，購入予定の商品やレストラン，旅館の評判探索な

ど，ユーザが望む情報をWeb空間から手軽に入手できるよう

になった．

Web空間におけるユーザ行動を支援するための研究も盛んに

行われており．例えば，ユーザの行動抽出，ある分野に関する

評判の自動抽出，検索支援，商品の推薦などあらゆる研究が行

われている．さらに，あるサイトにおけるユーザの行動分析を

詳細に解析することで，Webページのアクセス数向上やWeb

広告について統合的にサポートするビジネスも誕生している．

ユーザの行動分析をするためにはユーザの特性を把握する必

要があるが，既存の研究では，

• ある特定の内容に特化したサイトのアクセスログ

• 検索エンジンやポータルサイトなど不特定多数のユーザ

がアクセスを行うサイトのアクセスログ

• 各検索エンジンが提供している検索ランキングやスニ

ペットなど検索結果に関連する情報

• 一般に公開されている大学の proxyサーバや NASAな



どのアクセスログ

などを利用しており，Web空間におけるユーザの行動に限定し

たものである．

アクセスログを用いた研究は，例えば，Webページやユーザ

のクラスタリング [2], [12]，ユーザの行動抽出 [3], [10]，検索支

援 [1], [4], [9], [11]，閲覧行動支援 [5]など数多くの研究が行われ

ている．これらの研究は主にWeb空間におけるユーザの行動

支援を目的としているため，実世界の行動との関連に関しては

議論されていない．実世界とWeb空間の両者に関連する研究

としては，宇陀らの図書館サービスの利用者を対象とした利用

状況の調査 [8]や，柴田らのライフログを用いた子供の事故防

止対策に関する研究 [6]などが行われている．

また，上記の研究で用いられている主なログデータとしては

• 自サイトまたは共同研究している企業のアクセスログ

データ

• The Internet Traffic Archive で公開されているアクセ

スログデータ [7]

• インターネット視聴率調査会社が提供するウェブサイト

視聴データ (パネルログ)（注1）

• Overtureが提供するクエリログ (キーワードアドバイス

ツール)（注2）

などがあるが，基本的には不特定多数のユーザを対象にした

データのため，我々が用いた年齢層や性別が偏ったアクセスロ

グとはその性質が異なる．

しかし，ユーザはある周期で睡眠や食事を取り，多くの人は

仕事をしているため，Web空間における行動は実世界と何らか

の関連性を持っていると考えられる．本稿では 30代前後の働

く女性をターゲットとしたフリーマガジンと連動するサイトの

アクセスログを解析することで，実世界とWeb空間における

行動の関連性を見出すことを試みる．

2. フリーマガジンとアクセスログデータの詳細

まず，今回我々が解析を行ったサイト（注3）と連動しているフ

リーマガジン「Well」(図 1)についての説明を行う．この雑誌

は偶数月の 20日に発行されており，以下の方法で毎号約 30万

部が配布されている．

• 朝と夕方に，丸の内，銀座，六本木などで街頭配布 (発

行日から一週間程度)

• 地下鉄の駅に設置されているラック (約 20箇所)

• コンビニに設置されているラック (約 750箇所)

• 企業配布 千代田・中央・港区約 4,000オフィス（約 7万

人定期読者）

• 都内飲食店，スクール，美容院，など設置協力店 (約 500

店舗)

雑誌の内容は銀座・丸の内・青山・六本木など山手線の内側

（注1）：ネットレイティングスやビデオリサーチインタラクティブが有償で提供

するデータ

（注2）：2007 年 5 月に正式サポートを終了

（注3）：http://my-well.net

図 1 フリーマガジン「Well」のトップページ

をメインターゲットにしたものになっており，雑誌で紹介され

ている店舗は以下の 8つに分類されている．

（ 1） グルメ＆ドリンク

（ 2） ビューティー

（ 3） アミューズメント＆レジャー

（ 4） キャリア＆ライフ

（ 5） ショッピング＆ピックアップ

（ 6） ヘルス＆クリニック

（ 7） ヘア＆メイク

（ 8） リラクゼーション

この雑誌に掲載された店舗情報はすぐに連動するサイトに掲

載される仕組みとなっている．このサイトでは今のところユー

ザ登録などの仕組みを導入していないため，アクセスしたユー

ザの年齢や男女比などを正確に掴むことはできないが，サイト

内で使われた検索語やサイトに流入するために使われた検索語

から 20-30代の女性が大多数を占めていると考えられる．

今回解析を行ったアクセスログは 2004 年 2 月から 2008 年

12月まで（注4）であり，データ量は約 8Gbyteであった．ここか

ら，html,htm,php へのファイルアクセスのみを抽出し，さら

にWebクローラーなど自動巡回ツールからのアクセスを取り

除くクリーニング処理を行うことで，最終的には 250万アクセ

スとなった．また，アクセス元の IP 情報の種類は約 55 万で

あった．1人で複数の IPアドレスを使用していたり，アクセス

毎に IPアドレスが変更されることがあるため，ユーザ数の詳

細については分からないが，少なくとも数千から数万人のアク

セスがあったと考えている．

今回解析を行ったアクセスログは Apacheサーバのログのた

め，アクセスしたユーザの IPアドレス，アクセス時間，アク

セスされたページ，リファラー，ブラウザなどの情報を含んで

いる．また，サイト内には自前の検索機能があるため，アクセ

スされたページを解析することで，サイト内で用いた検索語を

（注4）：途中，2005 年 1 月-5 月と 2006 年 7 月-12 月はデータが欠落している．
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図 2 アクセス数の変遷 (その１)
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図 3 アクセス数の変遷 (その２)

抽出することができる．さらに，各店舗はWellコードと呼ん

でいる IDを割当てており，サイト内の各店舗ページはこの番

号を元に自動生成される仕組みになっている．Wellコードから

ジャンルを特定することが可能なため，今回の解析ではジャン

ル毎にアクセス状況を調べることが可能となる．

なお，本サイトでは携帯電話に対応したページも存在するが

PC 版のページと比較してアクセス数が少なく，また，PC 版

のページは画像などが多いため，携帯電話からのアクセスには

適していない．したがって，本稿では携帯電話からのアクセス

については議論しない．

3. 解 析 結 果

アクセスログから得られる情報を元に今回の解析では以下の

調査を行った．

（ 1） 日ごとのアクセス数の変遷

（ 2） アクセスした曜日や時間帯とアクセス数の関連

（ 3） 検索エンジンやポータルサイトのシェア

（ 4） サイト内で使われて検索語

（ 5） サイトに流入するために使われた検索語

1,2 についてはWell コードを元にジャンル毎に集計した店舗

ページのアクセスについても解析を行った．

3. 1 日ごとのアクセス数の変遷

2004年 2月から 2008年 12月までの日ごとのアクセス数の

変遷を図 2に示す．ここ 2年ほどの 1日当たりのアクセス数は

1,000件程度で安定している．次に期間を直近 2年に限定した

ものを図 3 に示す．アクセスが乱高下していることがわかる．

図中でアクセス数が極端に多い日を見てみると，概ねフリーマ

ガジンの発行日である偶数月の 20日付近になっており，最新

号を入手した読者が同時にWebページの閲覧を行っているこ
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図 4 総務省が公表しているWeb アクセスの状況
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図 5 フリーマガジンと連動するサイトのアクセス状況

とがわかる．12/25のアクセス数増加については，クリスマス

に関連した食事会などのイベントが原因であると推測される．

9/27のアクセス数増加についての原因は現在調査中である．ま

た，アクセス数が極端に少ない日についてはお盆や正月となっ

ている．9/2については停電によるサーバ停止が原因である．

3. 2 アクセスされた曜日や時間帯とアクセス数の関係

まず，解析結果を示す前に比較データとして，一般に公開さ

れているデータとして総務省が提供する「我が国のインター

ネットにおけるトラヒックの集計・試算」（注5）を元に 2008年 5

月の 1週間のアクセス状況を図 4に示す．このデータはブロー

ドバンド (DSL,FTTH)契約者から総務省が協力を要請した協

力 ISP6社 7ネットワークへのトラフィック状況であり，単位は

Gbpsとなっている（注6）．我々が提示するデータは全てアクセス

数となっているため，単純に比較することはできないが，アク

セスの傾向については比較すること可能である．トラフィック

の傾向としては夜間や土日が多く，平日の日中は少ないことが

わかる．

一方，我々のデータの解析結果を図 5に示す．以後全てのグ

ラフの縦軸はアクセス数である．アクセス数の傾向としては，

平日の日中が多く土日や深夜は少ない．また，平日の昼や 19

時に急激に減少していることから，昼休みや仕事帰りの時間帯

ではWebページをあまり見ていないことがわかる．

3. 3 ジャンルによるアクセス傾向の比較

前節で述べたように，ユーザが閲覧した店舗ページの URL

（注5）：http://www.soumu.go.jp/s-news/2008/080829 9.html

（注6）：ただし，このデータはブロードバンドを対象としており，ネットゲーム

などでのデータのやり取りも含まれていると考えられるため，Web ページのア

クセス状況とは異なるが，ここでは誰でも入手可能なデータの例として比較対象

とした．



0 

200 

400 

600 

800 

1,000 

1,200 

0
時
1
時
2
時
3
時
4
時
5
時
6
時
7
時
8
時
9
時
1
0
時
1
1
時
1
2
時
1
3
時
1
4
時
1
5
時
1
6
時
1
7
時
1
8
時
1
9
時
2
0
時
2
1
時
2
2
時
2
3
時

日曜日

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

土曜日

図 6 グルメ＆ドリンクのアクセス状況
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図 7 ヘルス＆クリニックのアクセス状況

からそのページが属するジャンルの識別が可能なため，各ジャ

ンル毎にアクセスされた曜日と時間帯について解析を行った．

ここでは，特徴的な傾向が見られた，グルメ＆ドリンク，ヘル

ス＆クリニック，ヘア＆メイク，リラクゼーションについての

結果を示す．

3. 3. 1 グルメ＆ドリンク

ジャンル「グルメ＆ドリンク」のアクセス状況を図 6に示す．

アクセスの傾向としては，木曜日，金曜日，土曜日など週の後

半のアクセスが多く，反対に月曜日，火曜日が少ない．また，

週の後半の午前と 16時頃のアクセスが多い傾向が見られるの

は，夜に行われる飲み会の場所を探している行動と推測される．

3. 3. 2 ヘルス＆クリニック

ジャンル「ヘルス＆クリニック」のアクセス状況を図 7に示

す．アクセスの傾向としては，グルメ＆ドリンクに似ているが，

午前や午後の早い時間のアクセスが多い．これは，病院やエス

テなどの閉店時間が比較的早いことが影響していると思われる．

3. 3. 3 ヘア＆メイク

ジャンル「ヘア＆メイク」のアクセス状況を図 8に示す．ア

クセスの傾向としては，どの曜日のアクセス数も乱高下してい

るため傾向が掴み難いが，木曜日と土曜日の午前中にアクセス

が多い．また，金曜日の日中のアクセスも比較的多いことから，

週末に行われることが多い飲み会や結婚式のために美容院を探

す行動と推測される．

3. 3. 4 リラクゼーション

ジャンル「リラクゼーション」のアクセス状況を図 8に示す．
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図 8 ヘア＆メイクのアクセス状況

0 

100 

200 

300 

400 

500 

600 

700 

800 

0
時

1
時
2
時

3
時
4
時

5
時
6
時

7
時
8
時

9
時

1
0
時
1
1
時

1
2
時
1
3
時

1
4
時
1
5
時

1
6
時
1
7
時

1
8
時
1
9
時

2
0
時
2
1
時

2
2
時
2
3
時

日曜日

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

土曜日

図 9 リラクゼーションのアクセス状況

アクセスの傾向としては，水曜日から日曜日までのアクセスが

多く，帰宅前の 16-17時のアクセスが多い．おそらく週の後半

で溜まってきた疲れを仕事帰りや週末に癒すためにお店のチェッ

クしている人が多いと推測される．

3. 3. 5 ジャンルの比較

各ジャンルのアクセス時間の比較を図 10,11に，曜日の比較

を図 12,13に示す．図 11,13についてはアクセス数が多い 2つ

のジャンルを除いたグラフである．アクセスされたジャンルは

グルメ＆ドリンク，リラクゼーションの順でアクセス数が多い．

上記で述べたジャンル以外の特徴としては，

• ほとんどのジャンルでは月曜日，火曜日のアクセス数が

他の曜日と比べて少ない．

• ショッピング＆ピックアップは深夜を除いてアクセス数

の差が少ない．

• レジャー＆アミューズメントは夜のアクセスが多い．

• ビューティは午前中や午後の早い時間のアクセスが多い．

などの行動が挙げられる．

3. 4 ポータルサイトのシェア

アクセスログのリファラー情報を解析した結果，サイト内の

ページ以外では検索エンジンなどのポータルサイトからのアク

セスが上位を占めていた．そこで，サイトに流入したポータル

サイトの推移について調査を行った．アクセスが多い上位 5サ

イトの結果を図 14に示す．解析では Yahoo!やGoogle，MSN，

goo など予め対象となるポータルサイト（注7）を決めておき，こ

（注7）：実験では，Yahoo! Japan, MSN, Google, goo, Excite, Infoseek,
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れらの合計値を 100% とした時の割合である（注8）．解析結果か

ら 2006 年をピークに減少しているものの Yahoo!の利用率が

圧倒的であり，また，MSNの健闘も目立つ．2008年の MSN

については全体の 7.6% が Live Searchであり，このサイトの

ユーザ層にも浸透しつつあることがうかがえる．一般の調査で

は Yahoo!が 56% ，Googleが 21% という結果も公表されてい

る（注9）が，Yahoo!と Google の差は年々少なくなっているもの

の，このサイトを閲覧しているユーザ層では Yahoo!がまだ根

強い人気を持っていることがわかる．また，上位 5件以外のサ

イトについては頻度が少なく，特徴的な傾向は見られなかった．

3. 5 検索語の解析

最後にサイト内とサイトに流入するために用いられた検索語

の一覧を図 15,16に示す．図 15からサイト内で入力された検

索語の上位は場所に関する語であった．これはフリーマガジン

そのものが地域に密着した情報を発信しているため，ユーザも

場所に興味を持つ傾向があると推測される．

対照的に，図 16からサイトに流入するために使われた検索語

の上位を見ると，「温泉」「モテ髪」「よか石けん」「小顔矯正」な

どこのサイトが対象としているユーザ層が興味を持つキーワー

ドが多い．また，1位の「長寿の里」について調べたところ，九

州で健康食品や化粧品の販売を行っている会社であり「つかっ

てみんしゃいよか石けん」を販売している．推測ではあるが，

フリーマガジン掲載時にはまだ知名度が低くこの検索エンジン

でこのキーワードを入力すると，このサイトが上位にランキン

Nifty, Biglobe, Fresheye, AOL, Livedoor, mixi を対象とした．

（注8）：MSN については http://jp.msn.com/と Live Search の合計として

いる．

（注9）：朝日新聞 2008 年 6 月 28 日付けの記事 (ニールセン・オンライン調査

による)
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グされていたと推測される．

4. お わ り に

本稿では，30 代前後の働く女性をターゲットにフリーマガ

ジンと連動するサイトのアクセスログの解析を行うことで，あ

る特定のユーザ層を対象とした，実世界とWeb上における行

動の関連性の検証を行った．解析結果から，ユーザの実世界の

行動とWebページのアクセスが密に連動していることを示し，

さらに特徴的な行動についても抽出することができた．今後は

個々のユーザの行動解析や検索語の時間的推移の解析について

行う予定である．

謝辞 本研究を進めるにあたり，貴重なデータを提供してい

ただいた，株式会社 ライフウエル 白神志郎氏に心より感謝い
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